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2021年1月18日 

報道関係各位 

びじゅチューン！× OPAM なりきり美術館実行委員会 

公益財団法人大分県芸術文化スポーツ振興財団・大分県立美術館 
  

大分県立美術館 開館5 周年記念事業「びじゅチューン！× OPAM なりきり美術館」開催のお知らせ 
 

 
 

なりきると、びじゅつがどんどん楽しくなる！ そして、おおいたの芸術や文化をもっとみてみよう！ 
この度、大分県立美術館では、アーティストの井上涼さんが国内外の有名な美術作品をテーマに作詞・作曲・アニメ・歌
のすべてを手がけたアニメーション NHK E テレの人気番組「びじゅチューン！」とのコラボレーションによる企画展「びじ
ゅチューン！× OPAM なりきり美術館」を開催します。 
本展は、「びじゅチューン！」の発想の源となった作品や高精細の複製品、映像などを使った体験型のコンテンツのほ
か、大分の文化や芸術をより知ることができる機会となるよう、大分の熊野磨崖仏を題材にした「びじゅチューン！」作品
「お互い擬態」に加え、富貴寺やケベス祭などの史跡や祭事、大分出身の田能村竹田や福田平八郎、髙山辰雄、宇治山
哲平、生野祥雲斎などの作品を「びじゅチューン！」作品と関連付けてご覧いただきます。 
日頃美術にあまり興味がない方や、美術はちょっととっつきにくそうと感じている方にも、気軽に足を運び、美術に触れ
ていただくだけでなく、大分の芸術や文化、風土をより知る機会となり、さらには、大分県内各地へ足を運ぶきっかけにな
ることを願い企画しました。多くのみなさまにご覧いただけますと幸いです。 
 
【展覧会概要】 
展覧会名 びじゅチューン！× OPAM なりきり美術館 
会期 令和3年2月19日（金）～5月9日（日） ※休展日 3月22日（月）・29日（月）、4月19日（月）  
時間 10:00～19:00 ※金・土曜日は 20:00まで（入場は閉館の 30分前まで） 
会場 大分県立美術館 １階アトリウム、3階 展示室B・コレクション展示室 
主催 びじゅチューン！× OPAM なりきり美術館実行委員会、公益財団法人大分県芸術文化スポーツ振興財団・大分

県立美術館、文化財活用センター、NHK 大分放送局 
後援 大分県、大分県教育委員会、宇佐市、豊後高田市、国東市、臼杵市、豊後大野市、大分県芸術文化振興会議、大

分合同新聞社、西日本新聞社、朝日新聞社大分総局、毎日新聞社、読売新聞社西部本社、エフエム大分、J:COM
大分ケーブルテレコム、大分経済新聞 

協力 東京国立博物館、大分県立歴史博物館、キヤノン、公益社団法人ツーリズムおおいた 
助成 令和2年度地域ゆかりの文化資産を活用した展覧会支援事業 
観覧料 一般 300(250)円／大学・高校生 200(150)円 

※（ ）内は前売りおよび有料入場 20名以上の団体料金 ※中学生以下は無料 ※大分県芸術文化友の会 びび
KOTOBUKI無料（同伴者1名半額）、TAKASAGO無料、UME団体料金 ※障がい者手帳等をご提示の方とその
付添者（1名）は無料 ※学生の方は入場の際、学生証をご提示ください 
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展示構成 

 

1. びじゅチューン！「お互い擬態」×大分の史跡・祭事 

切り立った岩壁に仏や菩薩を彫刻した磨崖仏。インドで発生し、奈良時代に日本に伝わりました。ここ大分県には、

国宝の臼杵石仏や、国内最古にして最大級、高さ約 8mの不動明王と、高さ約 6.7mの大日如来が並ぶ熊野磨崖仏

など、全国の約7割にあたる 400体もの磨崖仏が、県内約90か所にあります。 

びじゅチューン！「お互い擬態」は、その熊野磨崖仏を題材につくられた作品です。熊野磨崖仏は、豊後高田市

田染の田原山（鋸山）山麓にある今熊野山胎蔵寺の脇から入り、鬼が一晩で積んだという険しい石段を登った先にあ

ります。井上涼さんが熊野磨崖仏を見た時、仏様が岩に擬態しているみたいだなと思った印象が「お互い擬態」の

作品につながりました。 

このコーナーでは、熊野磨崖仏の原寸大ほどの大型のバナーのほか、井上涼さんが宇佐神宮や熊野磨崖仏、真

木大堂を訪れて収録した紹介映像や解説パネル、大分県竹田市にある鳥の姿をした山の神の複製品などを展示し、

大分の史跡や祭事などを紹介します。 

   

左から：びじゅチューン！「お互い擬態」 熊野磨崖仏 大分県豊後高田市 平安時代末期 宇佐神宮 大分県宇佐市 奈良時代 

 

2. びじゅチューン！「ザパーンドプーン LOVE」×“浪”と“波”の饗宴 

北斎の人気シリーズ「冨嶽三十六景」の中でも「浮世絵と言えば、これ！」というくらい世界的に有名な作品が、大

波を描いた《神奈川沖浪裏》です。ダイナミックな構図により、静と動が交錯する一瞬が圧巻の迫力で表現されてい

ます。 

井上涼さんが、この風景版画の傑作を見た時、高く舞い上がる大波が、富士山に猛アピールして身をよじっている

女性の姿に見えたといいます。それをもとにつくられたのが、びじゅチューン！「ザパーンドプーン LOVE」です。 

このコーナーでは、北斎の復刻版画と、それを題材にした体感型のコンテンツを楽しんでいただきます。また、こ

こでは「波」というテーマに関連させ、大分で発展した竹工芸をあわせて展示しています。 

大分では、明治時代に別府の竹細工が地場産業として興され、やがて大正時代には地域の代表的な工芸産業に

発展しました。竹芸の分野で初の重要無形文化財保持者（人間国宝）に認定された生野祥雲斎の代表作《竹華器 

怒濤》や、門田篁玉《波濤》など、波をイメージした作品をご紹介します。 

   
左から：葛飾北斎 《冨嶽三十六景・神奈川沖浪裏》 (アダチ版画研究所による復刻) びじゅチューン！「ザパーンドプーン LOVE」 
生野祥雲斎 《竹華器 怒濤》 (大分市美術館) 
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3. びじゅチューン！「松林ズ」×松林図屏風と豊後南画 

桃山時代の絵師・長谷川等伯の《松林図屏風》は、等伯 50 歳代の代表作であると同時に、日本の水墨画における

傑作のひとつ。 

井上涼さんは、雪山をバックに霞で見え隠れする松を目にした時、コンサートステージに松の木たちが踊りながら

登場してきたシーンに見えたそうです。その着想をもとにつくられたのが、びじゅチューン！「松林ズ」です。 

このコーナーでは《松林図屏風》（高精細複製品）と、それを題材にした体感型のコンテンツを楽しんでいただきま

す。また、ここでは、日本の水墨画の系譜に連なる「豊後南画」をあわせて展示しています。 

南画とは、中国の文人たちの詩文書画に学んだ日本の文人（知識人）たちが、山水や花卉などを精神性豊かに表

現した絵画です。江戸中期より、京坂地方を中心に盛んとなり、大分では江戸後期、

豊後岡藩（現・竹田市）の田能村竹田が活躍し、幕末・明治期以降も優れた南画家を

多数輩出しました。一地方の文化現象としては広範で、内容的にも豊かな展開があ

ることから、「豊後南画」という呼称が生まれました。その礎を築いた竹田の代表作

《高客聴琴図屏風》や《稲川舟遊図》（3月21日（日）まで展示）などをご紹介します。 

   

上：びじゅチューン！「松林ズ」 下左：長谷川等伯 《松林図屏風》 (高精細複製品、東京国立博物館) Image:TNM Image Archives 
下右：田能村竹田 《高客聴琴図屏風》 (大分県立美術館) 

 

4. びじゅチューン！「通勤フロム山水長巻」×雪舟と豊後国 

室町時代の画僧・雪舟は、日本水墨画の巨匠として知られます。応永元（1467）年、48 歳の時に遣明船で中国・明

へわたり、約 2 年間、雄大な山水風景や、本格的な中国画を学び、帰国後に周防（現・山口県）を拠点に多くの傑作

を生み出しました。その雪舟の代表作が《国宝 山水長巻》です。四季の山水の変化を、長さ 16m にも及ぶ長巻にド

ラマチックに描き出しています。 

井上涼さんが、この長巻の端から端までをくまなく見ていたところ、ものすごく長い道のりで、険しい岩などもあるこ

とから、もし、ここを毎日通勤している人がいたら、大変だろうと思ったそうです。その着想をもとにつくられたのが、

びじゅチューン！「通勤フロム山水長巻」です。 

このコーナーでは、雪舟《国宝 山水長巻》（高精細複製品）の全貌を、井上涼さんのアニメーションの絵とあわせ

てご覧いただきます。 

また、ここでは雪舟と大分の縁も紹介しています。雪舟は文明 8（1476）年頃、57 歳頃に豊後に滞在し、「天開図画

楼」と名付けた画室を設けて作画活動を展開していました。雪舟が豊後で描いた《鎮田瀑図》（関東大震災で消失）

は、当県豊後大野市の名勝「沈堕の滝」を描いたものです。本展では、江戸時代の御用絵師・狩野常信の忠実な模

写《鎮田瀑図》や、当県中津市出身の洋画家・諫山麗吉の《沈堕之瀧》などをご紹介します。 

  

  

上左：雪舟 《山水長巻》 (高精細複製品、毛利博物館)［部分］  
上右：びじゅチューン！「通勤フロム山水長巻」 

下左：狩野常信 《鎮田瀑図》 (京都国立博物館) 
下右：諫山麗吉 《沈堕之瀧》 (大分県立美術館) 
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5. びじゅチューン！「雨は愛すが人逃げる」×さまざまな“雨”と“水”の表情 

江戸時代を代表する浮世絵師・歌川広重。その広重が、最晩年に手がけた風景版画の代表作が、全119図からな

る「名所江戸百景」シリーズです。四季折々に見せる江戸の素顔を、風景画ではあまり用いない縦判に、大胆奇抜な

構図で描き出しています。モネやゴッホといった印象派の巨匠たちが模写したことで世界的にも知られています。 

シリーズ中の名場面として知られる《大はしあたけの夕立》。着物の裾をまくり上げ、傘を目深にかぶり、帰路を急ぐ

橋の上の人々。雨を細い線で効果的にあらわし、霞む対岸をぼかしで表現するなど、にわかに降り出した夕立のさ

まが、情緒豊かに描かれています。 

井上涼さんが、この風景版画の名作を見た時、今にもザーッという音が聞こえてきそうなほど、雨の表現が印象的

で、やや高いところから逃げ惑う人々を見ている雨雲視点の絵ではないかと思ったそうです。その着想をもとにつく

られたのが、びじゅチューン！「雨は愛すが人逃げる」です。 

このコーナーでは、歌川広重《名所江戸百景 大はしあたけの夕立》の復刻版浮世絵とともに、本作の摺りの工程

も紹介します。さらに、「雨」や「水」に関連させ、大分市出身の福田平八郎《水》や、髙山辰雄《雨》などの作品も展示

します。 

 

左から：びじゅチューン！「雨は愛すが人逃げる」 歌川広重 《名所江戸百景 大はしあたけの夕立》 (アダチ版画研究所による復刻) 

福田平八郎 《水》 (大分県立美術館) 髙山辰雄 《雨》 (大分県立美術館) 
 

6. びじゅチューン！「見返りすぎてほぼドリル」×日本画の美人画の数  々

江戸時代初期（17 世紀後半）に活躍した浮世絵師で、「浮世絵の元祖」ともいわれる菱川師宣。房州保田(現・千葉

県)に生まれ、活気ある新興都市・江戸において、版本の挿絵から、屏風や掛軸などの肉筆画まで、歌舞伎や遊里を

中心とした当世風俗を題材に大衆の支持を得て、幅広い制作活動を展開しました。 

《見返り美人図》は、そんな師宣の肉筆画の代表作として知られ、浮世絵草創期に生まれた美人画の傑作といえる

でしょう。振り返ろうとする美人のたおやかな姿が、洗練された優美な描線と色彩で表現されています。 

井上涼さんが、この菱川師宣《見返り美人図》を見た時、「見返り美人」といわれるほど、ちらちらと振り返っていたら、

そのうちぐるぐる回り始めてしまうのではないかと思ったそうです。その着想をもとにつくられたのが、びじゅチュー

ン！「見返りすぎてほぼドリル」です。 

このコーナーでは、《見返り美人図》（高精細複製品）と、それをもとにした体感型コンテンツを

楽しんでいただきます。また、ここでは、師宣と同じように、肉筆美人画を得意とした浮世絵師を

紹介します。豊後臼杵（現・臼杵市）の生まれという説が有力な歌川派の開祖・歌川豊春や、豊

後真玉（現・豊後高田市）に生まれ、幕末の京都で美人絵師として名を馳せた吉原真龍の美人

画などをご紹介します。 

左から：菱川師宣《見返り美人図》(高精細複製品、東京国立博物館) Image:TNM Image Archives びじゅチューン！「_見返りすぎてほぼドリル」 歌川豊春《観梅図》(大分県立美術館) 
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7. びじゅチューン！「夢パフューマー麗子」×“麗子”と子どもシリーズ 

愛娘をモデルにした一連の「麗子像」を制作し、大正期の画壇に異彩を放った岸田劉生。劉生は、北方ルネサン

ス絵画や中国の宋元画、近世初期の肉筆浮世絵など、西洋と東洋の古典美術を学びました。確かな写実の技法に

加えて、対象の内面性や、美の普遍性を表現することを追求しました。 

劉生は、70 点以上の麗子像を描いたといわれています。今回展示している《麗子微笑》（重要文化財）は、満 7 歳

の麗子をモデルとしたものです。レオナルド・ダ・ビンチの「モナ・リザ」にヒントを得たという本作は、神秘的な微笑を

たたえる麗子が、深遠な美のうちに強い存在感をもって表現された代表作です。 

井上涼さんが、この《麗子微笑》を見た時、何を見ているのだろうと思わせる、子どもらしからぬ、まるで職人のよう

に自信に溢れた表情、右手に握られた青いみかん、マントにもみえる鮮やかな肩掛けなどから、人々を悪夢から救

い出すヒーロー像ができあがったそうです。その着想をもとにつくられたのが、びじゅチューン！「夢パフューマー

麗子」です。 

このコーナーでは、岸田劉生《麗子微笑》と、それをもとにした体感型のコンテンツを楽しんでいただきます。また、

ここでは「子ども」を題材にした作品に関連させ、大分市出身の日本画家・髙山辰雄《食べる》や、中津市出身の洋画

家・糸園和三郎《小児像》などの作品を紹介します。 

 
 
 

8. びじゅチューン！「風神雷神図屏風デート」＋「夏秋草図屏風デート」×今昔“風神雷神”図 

日本美術史上、あまりにも有名な《風神雷神図屏風》は、桃山〜江戸初期に俵屋宗達がオリジナルを描き、それを

約 100 年後に尾形光琳が模写、さらに江戸後期、酒井抱一が光琳本を模写して継承された、いわば琳派を象徴す

るテーマです。 

琳派は、直接的な師系や血縁ではなく、各々が先達に私淑するという形で、様式を継承してきました。オマージュ

の意味を込めて、私淑する光琳の風神雷神の裏面に描かれたのが、抱一の《夏秋草図屏風》です。「雷神図」の裏

に、にわか雨にうたれた夏草を、「風神図」の裏に、野分（台風）に翻弄される秋草が描かれています。天の神に対し

て地の草花、明るい金地に対して秘めやかな銀地というように、抱一が得意とした俳句の対句のような趣向で描かれ

ています。 

井上涼さんが、宗達の《風神雷神図屏風》を見た時、待ち合わせ場所に駆けつけた風神と雷神が出会った瞬間の

ように思えたそうです。この着想をもとにつくられたのが、びじゅチューン！「風神雷神図屏風デート」です。また、風

神と雷神の恋模様は、続編のびじゅチューン！「夏秋草図屏風デート」にも歌われています。 

このコーナーでは、表裏の関係にある両屏風（高精細複製品）と、その世界観を体感できるコンテンツを楽しんで

いただきます。また俵屋宗達《風神雷神図屏風》にインスピレーションを得て制作した大分県日田市出身の洋画家・

宇治山哲平《弾む》などの作品をご紹介します。 

   
 
 

 
 

上左：尾形光琳 《風神雷神図屏風》 (高精細複製品、文化庁) Image:TNM Image Archives 上中：酒井抱一 《夏秋草図屏風》 (高精細複製品、文化庁) 

Image:TNM Image Archives 上右：びじゅチューン！「風神雷神図屏風デート」 下：宇治山哲平 《弾む》 (大分県立美術館) 

左から：びじゅチューン！

「夢パフューマー麗子」 
岸田劉生 《麗子微笑》 (重
要文化財) 東京国立博物館 

Image:TNM Image Archives 
髙山辰雄 《食べる》 (大分
県立美術館) 

糸園和三郎 《小児像》 (大
分県立美術館) 



 

 

公益財団法人 大分県芸術文化スポーツ振興財団 Oita Prefectural Arts, Culture and Sports Promotion Foundation

大分県立美術館 Oita Prefectural Art Museum
〒870-0036 大分市寿町2番1号 2-1 Kotobuki-Machi Oita-City, Japan 870-0036

Tel. 097-533-4500　Fax. 097-533-4567 Tel. +81-(0)97-533-4500　Fax. +81-(0)97-533-4567

http://www.opam.jp http://www.opam.jp

【関連事業】 
1. びじゅチューン！コンサート in 大分 
『びじゅチューン！』を手がける井上涼さんによる歌とトークのライブステージです。 
 日時： 2021年2月23日（火・祝） 第1回目 開演11：00〜 第2回目 開演13:30〜 
 会場： iichiko総合文化センター iichiko音の泉ホール  ・ 参加費： 無料 
※ 応募多数の場合は抽選となります。 ※ 詳細は大分県立美術館ホームページをご覧ください。 

2. みんなで描こう！風神雷神図屏風 ＜申込定員一杯のため、申込終了しました＞ 
出展作品である尾形光琳の『風神雷神図屏風』を題材にして、みんなで一緒に巨大画(屏風型:約 8×2m)を描き
ます。悠久の時を超え、脈々と描き続けられてきた風神雷神図。絵を描くことで、この作品の魅力を一緒に味わ
ってみましょう！ 
 講師： 絵本作家・ザ・キャビンカンパニー 阿部健太朗×吉岡紗希 
 日時・テーマ： 2021年3月28日(日) 第1回目 10:15〜12:45［風神］／第2回目 14:15〜16:45［雷神］ 
 会場： 大分県立美術館 １階アトリウム、2階 研修室、3階 展示室B・コレクション展示室 
 対象： 小学生以上  ・ 定員： 各回20名  ・ 参加費： 無料(要展覧会観覧券) 

3. 専門家に「びじゅチューン！×OPAM なりきり美術館」の展示作品の詳しい話を聞いてみよう！ 
「びじゅチューン！×OPAM なりきり美術館」の展示コンテンツに詳しい専門家の説明を聞いて、展示を見に行
ってみよう！ 
《紹介作品》雪舟 「国宝 山水長巻」 
 講師： 毛利博物館館長 柴原直樹  ・ 日時： 2021年2月28日（日）14:00～15:00 

《紹介作品》田能村竹田、歌川豊春、福田平八郎、髙山辰雄など 
 講師： 大分県立美術館主幹学芸員 宗像晋作  ・ 日時： 2021年3月6日（土）14:00～15:00 

《紹介作品》熊野磨崖仏、真木大堂、富貴寺など 
 講師： 大分県立美術館学芸企画課長 菅野剛宏、豊後高田市教育委員会文化財室・主任 松本卓也 
 日時： 2021年3月13日（土）14:00～15:00 

《紹介作品》宇治山哲平 
 講師： 大分県立美術館主幹学芸員 宇都宮壽  ・ 日時： 2021年3月20日（土・祝）14:00〜15:00 
※ 各回共通 ・ 会場：大分県立美術館 2階 研修室  ・ 定員：40名  ・ 参加費：無料(要展覧会観覧券) 

申込方法［2・3 共通］： お電話（097-533-4500）または app@opam.jp へ、件名にイベント名、メール本文にお名前と
ご連絡先をご記入の上、お申込みください。定員に達し次第、締切とさせていただきます。 

4. なりきり美術館フォトコンテスト in OPAM 
「びじゅチューン！×OPAM なりきり美術館」の写真を「#なりきり美術館 OPAM フォトコン」のハッシュタグを付
けて、Twitter または Instagram で投稿！ 
応募条件を満たした投稿の中から、ベストショット各賞に選ばれた計8名さまに、NHK E テレ『びじゅチューン！』
で歌やアニメを担当する井上涼さんのサイン入りグッズ、または、『びじゅチューン！』グッズなどの賞品をプレ
ゼントします。ハッシュタグを忘れずに！！  
応募条件： ・ 大分県立美術館で開催されている展覧会「びじゅチューン！×OPAM なりきり美術館」で撮影し

た写真であること (動画は選考対象外) 
 本キャンペーン応募ハッシュタグ「#なりきり美術館OPAMフォトコン」を付けた投稿であること 
 投稿は、個人が撮影したもので、大分県立美術館ホームページおよび SNS で紹介してもよい
写真であること 

 投稿したアカウントが公開アカウントであること 
 プレゼントのお届け先が日本国内であること 

応募期間： 期間① 2021年3月21日（日）まで 期間② 2021年5月16日（日）まで 
ベストショット各賞－井上涼さん賞／文化財活用センター長賞／東京国立博物館長賞／大分県立美術館特別顧問賞 
※ 詳細は、大分県立美術館ホームページでご確認下さい→ http://www.opam.jp/ 

 
■問い合わせ 公益財団法人大分県芸術文化スポーツ振興財団・大分県立美術館 

学芸担当：宇都宮、宗像 広報担当：梶原（雅）、後藤、植木 
Tel: 097-533-4500 Email: info@opam.jp 


